
市立函館病院高等看護学院 学校関係者評価委員会 

 

開催日時：2026年3月27日（金） 16時～17時 

開催場所：市立函館病院高等看護学院 会議室 

出席者：函館医師会看護・リハビリテーション学院 副学院長 本間 かおり氏 

    市立函館病院 看護部 副看護部長 小笠原 ルミ氏 

    市立函館病院 ICU 茂木 史織（欠席：会議への意見は事前受領済） 

    市立函館病院高等看護学院 副学院長 新井田 義博 

 

議事録 

 

1. 教育理念・教育目的 

・教育理念は設立以来変わっていない。 

・教育目的は、時代の変化に合わせて文言の見直しが行われた。 

・目的・目標・カリキュラムポリシーは、教職員全体で再検討された。 

・「より伝わりやすいように」という意図での見直しは評価されている。 

 

1-2. 学生観 

・学生観は、実習指導の際に参照されるが、指導者以外には理解されにくい傾向がある。 

・学生の特性や構成（年齢層など）を考慮した内容。 

・理念の大きな枠組みの中に含まれるが、より具体的な内容は DP（ディプロマポリシー）などに示されるべきという

意見。 

・病院関係者（実習指導者）全体に伝わるような発信方法の検討が必要。 

 

2. 教育目標 

・平均値 4.5と高く、教職員間で一貫した認識を持って取り組んでいることが伺える。 

・目的、目標の見直しが適切に行われていることが評価されている。 

 

3. 教育課程経営 

・平均値 3.8で、前年度（3.6）より微増。 

・学院のカリキュラムポリシー（CP）が明確でなかったため、25年度に再構築し、今回、浸透しつつある段階。 

・教職員全体の一貫した活動については、平均値 3.5と低い。 

・教員個々の教育観のズレが原因として挙げられる。 

・目標達成の手段や方法に違いがあるため、一貫性が見えにくい。 

・学校内で人事評価や面談を通じて、教員間の認識のすり合わせが必要。 

 

4. 教授・学習（講義・演習・実習）・評価過程 

・平均値 3.9。 

・シラバスや講義内容に教員個々の個性が強く反映され、指導が難しい現状がある。 

・教員個々の教育観の違いがあるため、本評価が伸び悩んでいる可能性がある。 

・学生アンケートは学院講師の講義終了後に実施されており、講義に対するひどい評価はない。 

・ハード面（Wi-Fi環境、モニターなど）に関する改善策が検討・実施されている。 

・学生のノートやファイルだけでは、リアルタイムな指導内容が伝わりにくい。今後、実習指導における教員と臨床側

の連携不足の改善が課題。 

・教員が複数の病棟を担当したり、授業も持っているため、密な連携が難しい実情もある。また、メールでのコンタク

トも十分ではない。指導者が日によって変わる場合、連携の難しさがさらに増すことも課題の1つである。 

 

5. 経営・管理過程 

・教員全員が経営管理に精通しているわけではない。そのため、危機管理（安全管理、情報管理）における情報共有と

報告体制に課題がある。 

・学生の身に何かあった際や、患者に不利益が生じるような場合に、情報共有が遅れることがある。 

・情報の報告が教育担当課長で止まり、上層部や関係部署にタイムリーに伝わらないケースがある。そのため、事実確



認が遅れ、対応が後手に回ることがある。そこには、何を報告すべきかの判断基準が不明確な場合がある。 

・ハラスメントや個人情報紛失などの重大事案において、迅速な情報共有と対応が必要。 

 

6. 入学 

・特になし。 

 

7. 卒業・就業・進学 

・卒業生は保健師、養護教諭、助産師学校への進学、市内・道内・札幌・関東圏への就職など多様。 

・看護師採用試験の早期化（8月から 6月へ）に伴い、学生の就職に関する知識や施設訪問など学生へのサポート体制

の強化が必要。 

・学年によって就職活動への関心度にばらつきがあるため、就職ガイダンスを 2年生から実施など、早期からの就職に

関するキャリアの意識付けが重要。 

 

8. 地域社会・国際交流 

・地域社会貢献として、学生のボランティア活動を積極的に推進している。 

・国際交流は現状では特別行っていないが、令和 9年度から外国人学生の受け入れを予定。令和8年度では、外国人の

受験応募があり、面接まで実施したが学院の受け入れ要件に合致しなかった。 

 

9. 研究 

・教員が学ぶ機会を確保するため、Web 研修や外部研修への参加を推進している。また、業務改善により、教員が研究

活動やスキルアップに時間を割ける環境を整備中。 

 

【現状の課題・問題点・今後の対応方法】 

・学生観の浸透不足: 実習指導者以外への学生観の理解促進と、病院関係者全体に伝わる発信方法の確立。 

・実習指導における連携不足: 教員と臨床側のリアルタイムな情報共有と連携体制の強化。 

・危機管理体制の不備: 重大事案発生時の迅速な情報共有と報告体制の確立、および報告判断基準の明確化。 

・学生の質と臨床側の期待の乖離:学生の「できることのハードル低下」。 

・コミュニケーション能力の低い学生への教育的工夫（カリキュラムでは日本語教育が実施されている）。 

・臨床側が求める看護師レベルと、学生の現状とのギャップを埋めるための双方の歩み寄り。 

・スマホ世代の学生の特性（対人関係能力の低下）への対応策。 

・家庭環境や生育歴に起因する学生の問題（成績不振の親への未報告、学費の使い込みなど）への対応。 

・就職活動への早期意識付け: 1、2年生からの就職ガイダンス実施やキャリア意識の醸成。 

・教員の業務負担と研究活動: 業務効率化による時間確保と、研究活動やスキルアップの機会のさらなる充実。 

・教職員間の一貫性: 教員個々の教育観のズレを解消し、理念・目的に向かう一貫した活動を強化するための人事評価

や面談の活用。 

 

以上 


